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二十世紀初頭朝鮮 における 「学会」の体 育

思想 とその活動 につ いて
一 『西友 』・『西 北 学 会 月報 』 を 中心 に して 一

西 尾 達 雄
/

は じ め に

ンノ

本稿 は,20世 紀初頭朝鮮 にお いて結成 された学会 とい う教育 団体 にお ける

体育 に関す る思想 と活動 につ いて考察 しよう とす る もので ある。

「学会」 と体育 の関係 について は
,筆 者 はすで に同時期 にお ける体育 団体
ユ　

の結成 とその背景 として愛 国啓蒙運 動 を取 り上 げ,新 民会 とい う啓蒙 団体 の

他 に畿湖興学会及 び湖南学会 について若干の体育 との関わ りにつ いて述べ て
　　

いる。 それ は,以 下 の よ うな こ とであ った。

① 新民会 とい う秘密結社 の 目標 は,独 立達成 のための愛 国者 の育成 と運

動 であ った。 同会 の設立者安 昌浩 は大成学校 の設立者 で あ り,そ こでの教育

実践 は体育訓練重視 に よる民族精神 の鼓 舞 の思想 に基 づ くもので あった。

② 畿湖興学会 で は,畿 湖学校 を設立 し教 員養成 に努 めて その教 科 に体 操

を設 けた。 しか も体操教 員が他 の教科 の教員 よ りも多 く,体 育重視 の姿 勢が

見 られた。

③ 湖南学会 の教 育部長李折 が,『 一斧壁破論 』とい う著 書で,国 家危機存

亡 に直面 して 自ら学 んで きた漢学が現実 に対処 す る ことので きない無用 の学

問であ り,新 しい教育 「三育 の法」 こそ独立思想 を啓 蒙す る もので ある とし

て,知 育,徳 育 とともに体育 を重視 す る主張 を してい る ことを明 らか に した。

この三育 論 は,当 時の愛 国啓蒙運動家達 が教 科書 として用 いた 『初 等倫 理学
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教科書 』 に もみる ことが で きた。

以上 の ことか ら,将 来 の独立 に備 えて力 を蓄 えてお こう とい う愛国啓蒙運

動 の中 に体育 重視 の思想が見 られた こと,そ の思想 は独立 精神 の育成→体力

訓練 →民族意識 →国権 回復 とい う関係 で捉 え られ る もので ある ことを明 らか

に した。

しか しそ こで は,体 育 の内容 を主要 には兵式体操 であ る としていたが,そ

の他 の内容 や思想 についての詳細 な検 討 は出来 なか った。本稿 は,学 会 の中

で最 も早 く結成 され,大 韓 国民体育会 の結成者 であ る盧伯麟 が所 属 した西友

学会 お よび西北 学会 について,同 学会 か ら出 され た月報 を もとに して,そ の

体育活動 と思想 につ いて検討 す るもので ある。

1西 友学会 ・西北学会 と学会報

1西 友学会 と西北学会

西友学会 は,1906年11月,朴 段植 の他11名 の名 義で発起組織 された もので

あ る。会長 に鄭 雲復,副 会長兼総務員 に金明溶,評 議長 姜華錫,評 議員 に朴

般植他14名,そ の他 に,教 務員(5名),交 際員(2名),会 計員(2名),庶

務員(2名),書 記員(2名),司 祭員(2名)等 が置 かれ ていた。

西友学会 は,そ の名称 が示す ように朝鮮 の西道 にある平安南北道 と黄海道

出身者 を中心 とす る学 会で あった。 この学会 は,取 りあえず西道人 を中心 と

す る親睦 と教育事 業 を目的 として組織 された もので あるが,そ の実 は,民 族

の大 同団結 をはか るた めの ものであ った。 ・

同会 の設立 目的 には,「我が 同胞 青年の教育 を開導勉励 して,人 材 を養成 し
ヨ　

衆知 を啓発 す る ことが即 ち国権 を回復 し人権 を伸 長す る基礎 な り」 と書 かれ,

主権 回復 を究極 の 目的 とし,当 面 の方法 として教育 に基礎 をお き人材育成 の

必要 を叫んだので ある。
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西友学会 は,同 時代 の畿湖興学会,漢 北興学会,関 東学会,嬌 南学会等 々

の中で最 も先 に組織 された ものであ り,こ れ らの学会活 動の先導的役割 を果

た した。

その後1908年1月,漢 北興学 会(威 北興学会 とも呼 ばれ る)と 目的 と趣 旨

が同一 で ある ことを確認 し合 同 した。=漢北興学会 は,1906年11月8日,呉 相

奎 ・李僑 ・愈鎮 浩 ・醇泰 煕 ら京城在住 の威 鏡道 出身者 の発起,創 立 した会 で

あ る。 その 目的 は,威 鏡同人士 を鼓舞 し青年 子弟 を学業 に進 む ように し,海

外 また は京城遊学生 の便宜 をはか るこ とであ った。 この会 では機関紙 は発行

してい なか ったが,国 民啓発 と地方教育 ゐ振興 に多少 とも貢献 した といち。

この合 同 に よって学会名 を西北学会 と改称 し,西 北人(平 安南 北道,威 鏡

南北道,黄 海道 の五道 の人 々σ こと)の 文明 ・進歩 の思想 と教育 拡張 を目的

として掲 げた。 この よ うな経過 か ら,西 北学会 は,西 友学会 を発 展 させた も

の と見 る こ とがで きる。

2学 会報 『西友』 と 『西北学会月報』

西友学会 で は,先 の目的 を達成 す る手段 として,会 組 織 と同時 に総会 で 『月

報』刊行 を議決 した。1906年12月1日 付 で 『西友』創刊号 を発刊 し,毎 月継

続 して刊行 した。 その後 の合併 に ともな い月報 も 『西北学会 月報』 と改称 さ

れ た。通巻数 は,『 西友』 が17号,『 西北学会 月報 』が1908年6月 よ り19号 と

なって いる。

『月報 』の構 成 は
,論 説,教 育部,衛 生部,雑 姐,我 東古事,人 物考,詩

藻,文 苑,時 報,会 報 な どが基本 的 に掲載 され,そ の他 に祝辞,社 説や翻訳

された論文 な どが ある。 この中で教育 関係論文 と衛生 関係論文 を共 に重視 し

た とい うこ とであ る。 教育 団体 であ るか ら教育 部 を重視 す るのは当然で ある

が,衛 生部 を教育部 と同様 に重視 した点 は注 目すべ きことであ ろう。

一258(31)一 1目
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9
II体 育関係論文及び記事の内容 と特徴

『西友』及 び 『西北 学会 月報』 は,す で に述 べた よ うな構成 で編集 され て

い るが,啓 蒙書 としての性格 か らその内容 分野 は,教 育,衛 生,文 化,科 学

に重点 を置 き,こ の他 に,法 律,社 会改良 な どの論 文及 び記事 が見 られ る。

この中で体育 に関す る論 文及 び記事 は,教 育 部,衛 生部,時 報,雑 姐,詩

藻,会 報,会 事,通 信,官 報 な どに見 る ことが出来 る。 これ らの論文及 び記

事 の点数 を挙 げれ ば,教 育論18,衛 生論30,運 動会 関係9,そ の他8と な り,

衛生論 に見 られ る記事 が最 も多 くな ってい る。

以下各項 目毎 にその内容 と特徴 についてみてみた い。

　

1教 育部論文 と体育

教育部 に掲載 された論文 は,三 育論 の中で体育 を述 べ ている もの,家 政学

に見 られ るもの,そ の他 に分 け るこ とが出来 る。

(1)三 育論 に見 られ る体 育論の特徴,'
ズ ら　 の

三育論 として体育 を述 べて い るものは,柳 東作(西 友第1号),金 義善(西
7)/8)

友第4号),教 育 部無署名 論文..rt(1西北第7号),李 鍾満(西 北第15号)で あ る。

この中で三育が対等 な もの として述べ られてい るのが,柳 東作 と教育部無

署名 の二 つの論文 であ る三その論 旨は,「完全 な教育 は人 を して其 の知力上 の

競 争 に適 するのみな らず,身 体 上 の非常 の疲労 に打 ち勝 つ よ うにな る目的 と
ら　

してその方針 を置 くもので ある」 とい う柳東作 の意見 に示 され る ものであ り,
の

その方法 は,下 図の教育部無 署名 論文 に示 され る もので ある。

この方法 は,「 身体 の生長 と強健 を増進 」 し 「精神的 国民」(教 育部無署名

の

論文)と な る ことを 目的 とす る ものであ り,「適 当且新鮮 な食物供 与 し,衣 服

は清潔 を要 し,寒 暑 の変 に応 じ,適 当な運動 と四肢 の使 用 によって全 身の血

一257(32)一
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艦育の目的

一 ⊥鍵

強健方法

通常の資質

通常の分量

通常の理科法

適当な時期

運動τ 替欝

王 一 ・

一 消化

同化

液の循 環 を調整 し,精 神 の使 用 と体息 の時間 を適宜 にし,体 操 の よ うな もの

　　

は児童の快 楽 に よってな され るべ き自然 の運動 を選 ぶ ようにすべ し」(柳東作)

というように,い わ ば保健 衛生論 を基礎 とした体育 論 にな ってい る。

これにたい して,三 育 の中で体育 を優先 させて いるのが,金 義善 と李鍾満

である。

金義善 は,「おお よそ国民教育 の中 には二種類 ある。髄育 と学育 である。学

育 とい うの は学問上教育 として徳義知 識 を開発 す るものであ る。膣育 とい う

のは,身 体 の強健 と忍耐力 を養成 しよ うとい うもので ある。 その国民 の元気

も学育 にのみあ るので はな く,全 く体育 が発達 す る ところにあるべ きとい う

べ きで ある」 とし 「学育 の消長 は燈 育 に起因 し,知 識 の活動 も禮育 に起 因す

の

るので ある」 と述べ 「艦育 の必 要」 を説 いている。

又,李 鍾満 は,知 育 が 「人 の知識 を開発 して国民 を して文明 な種族」 をつ

くり,徳 育 が 「善 良な る種 族」 をつ くり,体 育 が 「勇壮 な種 族」 を作 る もの

であ り,「完全 な教育 」は三者 が瞬時 も離れ ない関係 にあ る ことが重要で ある

と述 べてい るが,さ らに,「智徳膣三育 中で艦育 よ りまず始 めれば智育徳育 の

目的 を宜 し く得達 出来 るであ ろう」と述べ てい る。 そ して,「 体育 が智育徳育

よ りももっ と先務 で ある要 旨」を展開 し,「体育 が 国家 に対 す る効力」につい
　　

て 述 べ て い る 。
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これ らの理論 の背景 は,「我が 国民 は全 く元気 がな い とい うべ きだ。近古以

来一般人士が文弱 にのみ浸溺 し元気 を鼓 動す る膣育 に全 くくらい故 に或 いは

忠君愛国 の心 はあ るが勇敢 と奮発 心 は全 くないのであ る。 …… もとよ り禮 育
　　

が なけれ ば愛 国血誠が あ って もどの よ うに奮 身活動 す るので あろ うか」(金義

善)と い う ことで あ り,「胡為 乎今 日吾人 。胡為乎今 日吾 国。余 は大聲 を疾呼

して曰 く,我 が邦 自来教育 に艦育 が欠乏 した所以 で今 日の吾 国 にな った とい
　　

うことで ある。」(李 鍾満)こ れ らは,体 育 認識 の欠如 に対 す る警 告で あ り,

国家危機存 亡 とい う状況 に対 す る体育 の重要性 を訴 える ものであ った といえ

よ う。

そ して体育 の 目的 は,「国家 の盛 衰 は国民の元気消長 にあ り,元 気 の消長 は

膣育 の善 否」 にあ り,「国民 の元 気 と精神 を勃興 させ る」(金 義善)こ とで あ

る。 もっ と明確 には,『李鍾満が 「体育 の国家 に対 す る効 力」で次 の ように述

べてい る。 つ ま り,第 一 に 「体育 は精神 的国民 を養成 す る根 本」 であ り,第

二 に,「 体育 は国民 の団合力 を発 生 させ る原因」 であ り,第 三 に,「 体育 は国

家 自強の基礎」 で ある。 つ ま り,体 育 の 目的 は,精 神 力や徳の あ る国民 を形

成 す る ことで あ り,集 団での活動 を通 して協調性 や団結力 を作 るこ とであ り,
メ マ

これ らによって国家 自強の基礎 を作 るこ とだ とい うことで ある。
ぽ チ

そ して この 目的 を実現す る内容 とな,次 の ような もので ある。金義善 によ
/

れば,「禮育 中 には柔軟艦i操と器械膣操 が あるが,柔 軟艦操 は身体 の骨節 を柔

軟 にさせ,武 器 を使 用す る為の補 助 にな る もので ある。器械艦 操 は よ く怯 儒

を消蕩 し瞥力 と忍耐 力 を養成 す る ものであ る。 この他 に剣術 な ども髄 育 中に

含 まれて きた」 としてお り,体 操 中心 の内容 を示 してい る。

一方
,李 鍾満 は,「体操場 に体操教 師が一次 口令 す る と同時 に被教 者即 ち生

徒幾百幾千人が其 の指揮命令 に服 従 し」「幾百幾千 に分 かれた身体 が構 合 し一

身の ように行動 させ る こと」 と 「吾人が運動場 に集合 し或 い は広跳 し或 しは

高跳 し或 いは競走 す る ことが皮相 に観察す れば不必要 な遊戯 的行 動で ある と

い えるが,其 の実行 を予想 すれ ば吾人一 身に利益 あ るのみな らず国家 自強が

一255(34)一



　　

これ にある と確 信す るJと 述 べてい る ことか ら分か る ように,集 団訓練 的な

もの と陸上競 技的 な もの を内容 としてい る。

以上の よ うに三育 論 の中で論 じ られた体育 論 には,保 健衛生 的な体育論 と

集団訓練 的体操 と運動競技 を内容 とす る体育 論が あった。 これ らは,内 容 と

方法 において若干 の相違見せ てい るが,共 に,国 民 の元気 を回復 し,体 力強

壮 な人 を育成 しようとす るもので あった。 その 目的 は,「 国家隆盛」の基礎 と

する ことで あ り,国 権 回復 をめ ざす人 の育成 にあった とい えよう。

(2)家 政学 にみ られ る もの/

家政学 は,そ の名 が示す ように家庭教育 に関す る事柄 について述べ てい る。

特 に育児法 と母親教育 が その 中心 内容 であ る。

育児法 では,「強健 な小児 を欲 すれ ば強健 な母が必要 であ り,賢 明 な小児 を
　　

欲すれば まずその母 の精神 の教育が必 要で ある」(第3号)と して 「胎育」 と
　 　

「哺育」(第4号)に ついて述べ
,母 親 の健康管 理 と育 児法 を述べ てい る。 ま

ユユ　

た,「 小児の衣服 」(第5号)で は,「 衣服 が薄 い方が四肢 の運動が活発 に行 え

る」 とか 「暖冬 とい え ども発 汗 す るか ら適宜洗濯 し清潔 にす る必要が あ る」
ユ　　

ことをのべ てい る。 また,歯 が生 える時期 の健康 管理や種 痘 と疾病 について

(第6号)語 り,伝 染病 の予防 につ いて述べ てい る。
ユヨ

「小児の動静 と遊戯」(第7号)で は
,「強健 な小児 はよ く安眠 しよ く飲食

し運動 を好 む。 強弱 は天性 による といえ ども,そ の一部 分 は胎 内教育 と幼 稚

時の保養 の道 いか んにあ る」 として,次 の ような注意 と方法 を述 べてい る。

よ く眠 らせ る こと。春秋温暖 な時 を選 らんで これ を懐抱 し徐 々 に戸 外での

運動 を約半 時ほ どす る こと,よ く泣 きよ く笑 うことは こど もの常 の ことだが,

それは呼吸 を通 して肺臓 を広 げその全 身の運動 を助 ける もの であ る。赤子 を

入浴 させ る時の注意,頭 よ り洗 い全身に至 る こと。入浴 時間 は5分 か ら10分

まで とす るこ と等。乳 児の頭 は軟弱 であ り脳 を傷 つ けない ように注 意す る こ

と。 こどもの玩具 は,高 価 な もの よ り粗野 な ものが よい。等々。
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　ユら　ユの

第8号,第9号,第10号 では,家 庭教育 の必 要 と目的及 び方法 について述

べてい る。 それ は,「 読書格物 な どの知識が必要 な こ とは言 う まで もないが,
　　

それだ けで はな く徳育 と共 に強健 な身体 を作 り精神 を鍛練 す るこ と」 を目的

とす る もので ある。その方法 は,「子女 の飲食 と衣 服 と住居等 に必 ず注意 し運

動 を適 度 にさせ睡眠 を十分 にさせ,そ の身体 を強健 にさせ るこ と」 で あ り,

「忠君愛国 の念 を脳 中に固結 させ………正 義の人 を養成 す る」 ことで あ り,

「就学後 は学校 と同一 の方針 で家庭教育 を行 う」 ことであ る。

以上の 内容 か ら,家 政学 にお ける体育 に関わ る考 え方 は,こ ど もの あ りの

ままの姿 を知 る ことを大人 に要求 す る と共 に,運 動 と養護 を通 して強健 な身

体 を持 ち忠君愛国 の念 を持 った人 に育 て る ことをめざ した もの とい えよ う。

(3)そ の他

教育論 の中でその他 に,体 育 に関 して紹介 してい るもの と,体 育 に対 す る

否定 的な意見 と取 れ る ものが挙 げ られ る。
ユの

一つ は,朴 般植 の 「論幼学 」 で ある。 これ は 中国人 の論文 の翻 訳 で あ る

が,著 者 が西洋 で は 「新法」「新器 」「新書」等 を生 み出 して いるの に中国は

そ うなってい ない と述べ,そ の 「新法∫ の一 つ として 「体 操 は筋骨 を強 くし
ば タ

人 々 を兵 とす べ し」 と紹 介 して い る。
ユ　

も う一 つ は,「 王 公 の教 育 」!(教 育 部 無 署名 論 文)そ の 三 で 、 西 班 牙 王 の 日

課 表 を示 し,そ の なか で ∫午 後2時 か ら4時 まで 兵 式 運 動 を行 う1週3回 」

とい う こ と を紹 介 して い る。

これ らは,特 に大 きな意 味 を持 つ とは い え な いが,兵 式 体 操 そ の もの につ

い て は そ の他 で は現 わ れ て こな いの で 取 り上 げ て お い た。

もち ろん,兵 式 体 操 とい う言 葉 は使 っ て い な いが,そ の 内容 を示 す もの と

して,金 義 善 の論 文 や 李 鍾 満 の論 文 を挙 げ る こ とが 出来 る。 した が って,こ

の2つ の 記事 しか 「兵 式 体 操 」 に つ い て考 えて い な か った とは断 言 で い な い

で あ ろ う。 とい うの は,後 に見 る よ う に 「兵 式 体 操 」 は,当 局 に とっ て好 ま
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しか らざる もので あったか らで あ り,そ の ことを直接述 べ に くい ことがあ っ

たのではないか と思われ るか らであ る。

一方
,こ の ような体育論 が多 く述べ られ る中で,朴 聖欽 は 「普通教育 は国

　　ラ

民の要務」 の中で,「教育 の終 局 の 目的 は国民 にその人格 を発達 させ ることに

ある。 その直接 の 目的 は国民 に現下生存競争 に適応 す る性格 を具備 させ る こ

とにある。 この生存競争 に資 す る ことが 出来 ない教育 は無用 の教育 で ある。

この生存競争 に益 のない学 問 は有害 な学問 であ る。故 に教育 に従事 す る もの

はすべてその社会 の必要 を知 りその社会 を取 り囲 む周 囲の状況 を察 し国民 に

その社会的状況 に適合 し其 の世界 的状況 に順 応す る特 性を養成 す るこ とに努

力 しなけれ ばな らない。今文 明世界 の興廃存 亡 は決 して武カー事 にあ るので

はない。兵 の強弱 に よって一 時の勝敗 を決す る こ とでは足 らず,世 界列強 の

永遠 の成敗 は其の 国民 の知力及 び道徳 的勢力 にある」 とのべ,体 育 を重視 し

これ によって身体 を強健 にし将 来の兵 としよ うとした金義善や李鍾満或 いは

柳東作 らに反対す る論 を展 開 してい るよ うにみえる こ とが で きる。

愛 国啓蒙運動が この ような武 力闘争批判の見解 を持 ちつつ展開 した とい う

ことであるが,教 育 論の 中では これ以外 に見 る ことが 出来 なか った とい う こ

とや,こ の論 がいわ ゆる体育 とい うよ りも 「武カー事」 に対す る批判 であ る

ことか ら,本 月報 全体 が体育 に消極 的な論調 で あった とい うこ とはで きない
　

で あ ろ う 。

2衛 生論 と体育

衛生部 に掲載 された論文 は以下 の ような ものであ る。 主題(著 者,号 数,

なお,友 は西友,北 は西北 を示す)

①衣職住 に関わ る もの:
　

空気光線水(金 鳳観 友1号)
　

学校衛生 の必 要(柳 東作 友1号)
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栄養素 と消化吸収(金 鳳観 友2号)

　の

食品の栄養(金 鳳観 友3号)
　

家屋の衛生(金 鳳観 友4号)
　

公衆衛生行政の必要(金 鳳観 友5号)
　

衛生の要論(李 奎櫟 友8号)
　

衛生要感(李 達元 友8号)
　

衛生論十条(朴 相穆 友9号)
　

衛生 要義(姜 玩煕 友16号)
　　

衛 生の節 次(青 隠生 友17号)
　

食物論及防腐法(金 基雄 北5号)
　

換気の必要(簡 齊生 北7号)
ヨの

生活上必 要条件(朴 鳳憲 北8号,同11号)
　　

不衛 生的家屋観(盧 基崇 北14号)

② 疾病 に関わ る もの:

疾病予防の注意(劉 灘 麦8讐)

衛生論十条(朴 相穆 友9号)
　

男女及小児衛生最要注意(李 奎漢 北1号)
38)ズ

衛生讃 片(衛 生部 北2号)〆
/t39)

餐総 諜(金 獅1・購:
③休 息 に関わ る もの ン

衛 生論十条(朴 相穆 友9号)

衛生要義(姜Lfc煕 友16号)

男女及小児衛生最 要注意(李 奎 深 北1号)

④運動 に関わ る もの:
　

身体教育 ・学校衛 生(金 鳳観 友7号)

衛生論十条(朴 相穆 友9号)
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衛生要義(姜 玩煕 友16号)

衛生 の節次(青 隠生 友17号)

⑤ 身体認識 を含 む身体教育 に関わ る もの:

身体教育 ・学校衛生(金 鳳観 友7号)
　　　

呼吸生理の概要(衛生部 友6号)
　

衛生 に関す る生理上研究(簡 齊生 北9号,同10号)
　

神経 の生理的 区別(簡 齊生 北12号)∠ '

44)

遠近視及び乱視眼の適合する眼鏡(簡 齊生 北i3号)
　　　

生理 学(李 命 墜 友16号,同17号,同18号)
　　

生理衛生学(宋 憲 髄 友19号)/

⑥児童衛生:・

学校衛生の必要(柳 東作 友1号)
　の

児童 の衛生(衛 生部 友11号,同12号,同13号)

男女及小児衛生最要注意(李 奎 漢 北1号)

これ らは,清 潔 な環境 づ くりをはか り丈夫 な身体 を作 る為であることは言 う

まで もない ことで あ るが,な ぜ衛 生論 が重視 されたか と言 う観 点か ら以下考

察 してみたい。

西友第1号 で金鳳観が 「空気 ・光線 ・水」 について述べ てい るが,そ れ は,

「吾人が生活体 の健康 を完全 に保持 しよ うとすれ ば衛生上 に必要 な 目的 を講

　ユ　

究 しな けれ ば な らな い」とい う理 由か らで あ る。 同様 の こ とは,柳 東作 の「学
　

校衛生論の必 要」の なかで も児童 の身体発達及 び健 康維持 のために教室 内の

空気 ・光線及 び温度 に注意す る こ との重 要性 を述 べ ている。

しか し,単 に健康 を維 持す るため にだ け衛生 を協 調 した ものではなか った。

第7号 の衛生部論文 で金鳳 観 は,「髄育 をお ろそか にすれ ば国民が その害 を被

り体力が減少 し人種 が次第 に衰退軟 弱 にな る。 もし外敵 に対 すれば 自衛 す る

力が殆 どない故 に領 土 を増や そ う とす る人 民 に保 護監督 され るこ とにな る。

人民の身体 が健康 で なけれ ばその害 が国家 に及 ぶ こと少 な くない。人 の父母
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　む　

及 び教師 は まず児童 の身体教育 に一一大 注意す る ことである」 と述べ ここに衛

生論 のね らいを示 してい る。

そ して,学 校 では,「教師 は児童の監 督 を担任 するのであ るが,よ くその身

体気 質 と性能 いか んを観察 し諸般 の発育 の障害 と欠点 を発 見 し」「児童 の気力

を増加 させ才能 を発 達 させ る」必要 を述べ,「 学齢 児童の生活法 はその程度 に

従 って改 良す る ことが最 も必要 であ り,休 憩時 には散 歩膣 操遊 泳氷滑等が で
　む　

き決 して室内 に閉 じこもるべ きではない」 としてい る。

その他 の衛生論 もこの よ うなね らい を もって,身 体教育 に関わ る事柄 に対

す る国民 の理解 を深 めよ うとす る もので あ る。 この ことを最 も適切 に整理 し
　

た ものが,朴 相穆 の 「衛生論 十条 」で ある。 それ は,以 下 の通 りであ る。

1.昼 夜清新 な空気 は健康 を造成 す る根 源

2.運 動 は人の貴重 な生食 であ り不健全 な身体 を恢復 する名 薬

3.冷 水浴 は清潔 さ と同時 に皮膚 を丈夫 にす る もので あ り1週 間に3回 の入

浴 は健康 に大利 益

4.衣 服 を暖か くす る ことは皮膚防衛 に最 も必 要

5.住 居 の庭 園が広潤で花草樹が 多 く茂 り日当た りが よい ことは心神快楽 に

第一一
,ナダ

6.吾 人 が呼吸す る空気 と食 物,。水,皮 膚,衣 服,寝 具,居 所,便 所,土 地

等 を清潔 にす る ことは斉色の伝染病 を予 防す る最 良法

7.一 定時 間 に規律 を定 めそ 業務 に従事 す るこ とは身体精神 を完 全 に安静 に

させ る最良薬/

8.休 息 と睡 眠 を適 当 に し日曜 日は家族 を伴 って寺院 あ るい は教堂 設教処 に

い き有益 な談話 を聞 くことは徳 性保 養 と精神 を高 尚にす る最 訣

9.夜 中に寝床 に入 り満想 を渾忘 し安眠す る ことが平和 の休 息

10.必 要 な事業 をな し愉快 な心 思 を抱 き生活 に真昧 を覚 え国家 の義務 をつ く

し忠実 な国民 にな ろう とすれ ば身体 が健 康で なけれ ば不可能 であ る。 こ

れは衛生が必要 な こ とだ とい うことで あ る。
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この ように こ こで展 開 されてい る衛 生論 は,清 潔 さや健康 な身体 の維持 を

単 に個人 の義務 としてい るだ けで はな く,「夫れ一 国の安泰 はその国民 の健康
　

にある」(姜 娩瑛 「衛 生論 要義」)こ とが最 も重要 なね らいで あ る とい えよ

う。つ ま り,当 時 の朝鮮 で は 「衛 生一法が未だ普及 してお らず,保 身の念 は

あるが保 身に果 を得 る ことが難 し く愛 国における誠 はあ るが愛 国 にお ける こ
　

とはなし難 い」」(金 基雄 「食 物論及防腐法 」)状 況 であ ったか らであ る。

呼吸生理(西 北第6号)や 換気 の必要(同 第7号),。 あ るいは,人 の生活上

必要条件(同 第8号,第11号)で 空気,食 物,衣 服,住 居等 について述 べた

り,生 理学的知識(同 第9号 ～第19号)を 展開 して いるの も健康 な身体づ く

りを進 める上で基礎知識 としての,環 境衛 生や人体 の構造 と機能 を理解 させ

ようとい う意図が うかがわれ るので ある。

そして衛生 が普及 していない現状 の中で,「公衆衛 生上 の 目的 を達 す るこ と
　

は国家行政上 の重要 な事 業 であ る」(金 鳳観,西 友第5号)と してその実現 を

要請 しているので ある。

以上の よ うに,衛 生論が体育 と不可 分の関係 を もって論 じられ るのは,単

に衣食住の清潔 さが健康 な身体 を作 るの に必要 で あったか らとい うだ けでは

な く,「愛国の誠」を実現す る為 に も健康 な身体 が必 要だ とい う観点が存在 し

たか らであ る。

(3)運 動会関係

衛生論が健康 な身体 を作 る基礎 で ある とす るな らば,体 育論 はその実践 に

対する内容 と課題 を提示 した もの とい え よう。本 月報 に掲載 された以下 の9

つの運動会関係記事 は,体 育 実践 の明確 な証 となる ものであ る。 しか もその

体育実践 が どの よ うな ものであ ったか も示 して くれ る。

月報 に見 られ る運 動会関係記事 は11件 あ る。

これ らの内容 についてみ てみ よう。

1907年3月29日 の平安 各学校 聯合運動会(西 友第6号)記 事 によれ ば,「 運
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動場 に会集 した学徒 と観光人 士2万,冷 静 で騒 ぐものはひ とりもいない。運

動場で はいろいろな食物 の商 いが多い けれ ども酒の商 いは一 つ もない。運動

場 に妓 生名 色 は一 つ もない。各学校学徒 の渤渤 た る気像 は大 き く前進 す る も

ので ある。運 動の翌 日に明倫堂前 で演説会 を開 き紳 士劉元杓,李 東輝,安 昌
　

浩,金 明済 が演説 した ところ一般参会人が 山海 をな した」 と述 べ られ てい る。

運動会 は,多 くの人 が集 まる場で あった こ と,そ の運 営は,秩 序正 し く行 わ

れ た こ と,実 演 した学徒 の精神 と意欲 は,は つ らつ とした ものであ った こと

な どが示 され てい る。 そ して,運 動会 の翌 日には,演 説会 が催 され多 くの人

が参加 した とい うので あ る。

この よ うに運 動会 は,身 体 を鍛 える場 であ る と共 に愛国 の精神 を鍛 える場

で もあ り,演 説会 と並行 して もたれた一大示威行動 で あった といえ よう。

それは,1907年5月27日 の 「西北学生親睦運動場演説 」 に も見 る ことが 出

来 る。 同記事 で金聖烈 は 「三仙坪 で西北学生が運動 を順次行 った後,其 の演

説 の場 に及 び女子教育会長 金雲谷が学生 の成業 を進 め女子社会 を扶助発 達 さ
　

せ るこ とを勧告 した。其 の次 ぎに安 昌鏑氏 の激論が あ った」 と報 告 している。

安 昌錦氏 の演説 は,以 下 の ような もので あった。「今 日この三仙坪 で西北学

生の懇親的主旨で会し活発な気1生と挿映 な技能で各種運動を互いに競争し行

楽 を楽 しんだが,時 局 の惨澹 と事機 の危迫 に個々人 の胸 中 に不平 がない もの

が ないで あろ う。他人 の奴隷 とな り或 い は国家が敗亡 し種族 が滅 ぶ状況 に臨

迫 しているので ある。…9ダ∴・今 日我 国 を侵 害す る強国 と伝 傲開戦 し国権 を回

復 すべ きで あるが,諸 君 は我 の開戦 の説 を聞 き現時で兵力が甚 だ弱 く,軍 艦

と大砲 等が不足 しているのに,何 で開戦 す るのか といい皆驚 き誘 るだ ろう。

日本 は 日露戦 争 を二～三年前 に宣戦布 告 したが,其 の準備 は三十八年前 に行

われ ていたので ある。諸君 は この こ とを前鑑 に して今 日開戦事 を準備 すべ き
　

で ある」。

ここには,運 動会で運動 を楽 しんだが,情 勢 は切迫 してお り,侵 略 国 と開

戦 しな けれ ばな らない状 況 になってい る。今 こそ運動会 で鍛 えた身体 を も と
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に開戦 の準備 をすべ きであ る と言 うので ある。
　ユ　

その他,1907年4月27日 の私立学校 聯合運 動会で は1429人 が会集 し,同 年
　　　

5月2日 の官私立学校聯合運動会 で は3336名 な どどの運動会 で も 「人 山人海
　　　

をな し終 日盛況」(白 河郡秋 期聯合運動会 西北第18号)を きわめた と言 う状
　ヨ　

況 で あ った。

4そ の他 の問題

以上の教育 部,衛 生部,運 動会以外 に体育 と関お る記事 についてみてお き
　

たい。 その項 目は,私 立学校令施行上 の注意(官 報 北5号)私 立学校令
　　

説明(官 報 北7号)の 二 つであ る。/

この二つがなぜ体育 と関わ るか と唇 えば,既 に二つの拙稿で明 らか に して
　　

いることであ るが,三 育論 に見 られ る体育論 で述 べた よ うに,兵 式体 操 を中

心 とす る私立学校 の体育 に対 す る当局 の統制 と関わ るか らで ある。

つ まり,学 部 訓令第2号 「私立学校令頒布 に際 し施行上 注意事項 の一班 を

示す」の中ので 「9,現 今 私立学校 について通弊 と認 める点少 なか らず。今

其の改善 を最急 な る もの を挙 げれ ば大概左 の如 し」,そ の第5項 では「或 いは

嘲夙 を吹 き鉦鼓 を鳴 らし徒 らに世人耳 目惹 き又兵式 訓練或 い は戸 外運動 に熱

中し所定 の課業 を廃 す る こと等 は近来最 多に賭す る もの な り。 これ らは実 に

教育 に普及 を害 し又其 の本 旨を懲す る ものであ り。 これ を学校 に周悉警告 し

其の弊風 を除去 す るこ とに努 力すべ し」と述 べてい る。同様 の こ とは,「 私立

学校令説明」の 中で も述べ られてい る。

これほ ど私立学校 では,当 局 には 「弊風」 と見 られ るほ ど体育活動 が盛 ん

であった と言 うことで あ る。西友学会 や西北 学会 あるいはその支会 が設 立 し

た学校 も多数 あったが,そ れ らの一部 が上述 した運動会 の報告 に見 られたの

である。
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お わ り に

1906年 結成 され,そ の後併 合 され るまで活動続 けた西友学 会 と西北学会 の

体育 に関す る思想 と行動 を月報 を中心 に してみて きた。

教育部論文 の中で は,三 育 論,家 政学,そ の他 に分 けてみたが,三 育論や

家政学 にみ られた衛生論 を基 盤 とす る体 育論或 いは身体形成論 と三育論 の 中

で も体育 を強調 す る立場 か らの集 団訓練 と運動競技 を中心 とす る体育論 がみ

られ た。

これ らの方法 は,衛 生論的 な 「生長」 と 「強健 」 とい う表現 で示 され るよ

うな食物,清 潔,気 候 の変化へ の対応,休 息,運 動,労 働 による もの と集 団

的で身体訓練 的な兵式体 操,器 械 体i操,柔 軟体操,陸 上競 技等 による ものが

あ った。

また衛生論 が比較 的多 く掲 載 され てい るこ とと体育 との関わ りをみたが,

衛生論が単 に身体 や環境 を清潔 にす るためだ け強調 されたので はな く,愛 国

的 な行動 を実現 す るため には健康 な身体 が必要 だ とい う認識 か らで あった。

この衛生論 の主張 の社会 的背景 は,当 然林 育論 の 目的 で もあ った。李鍾 満

の 「体育が 国家 に対 す る効力 」 にお.げる三つ の主張 は,こ れ を明確 に示 して
ノ

いたので ある。つ ま り,体 育 は精 神 的国民 を作 る根本 であ り,国 民 の団結 力

ノ

を生 み出す源で あ り,国 家が強 固 にな る基礎 だ とい うのであ る。

この体育論 の 目的 は,き らに,運 動会 とい う形態で展開 され,同 時 に持 た

れた演 説会や懇親会で,学 生や民衆 の志気 を高 め,国 権 回復 の方 向へ と導か

れたので ある。

同学会 は,朝 鮮 にお ける併合前 の学会 の嗜 矢で あ り,全 国 に支部 を作 り各

地 に学校 を設 けて活動 した団体 であ った。 それ は当時の朝鮮 の教育運動 を象

徴 す る もので あ り,そ の活動 は,他 の学会 や学校 に大 きな影 響 を及 ぼ した と

いわれてい る。
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ここで示 され た体育 に関す る思想 と活動 は,当 時 の体育 団体 の活動 と全 く

無関係で あった とは考 えられない。

体育団体 その ものの資料 は,現 在 の ところ大韓興学会運動部 に関 す る資料

が若干あ るだ けで,そ の他 の詳細 を知 る ことは出来 ない。 この大韓興学会 の

資料 をも とに しなが ら,学 会 と体育 団体 との関わ りについ て も検 討 しなけれ

ばならない と考 えてい る。

'∠

(注)〆

1.愛 国啓蒙運動 とは,20世 紀初頭に都市部の知識人 を中心に展開された独立思想を鼓舞

する啓蒙運動 であ り・1896年 の独立協会 の運 動 を思想的 に継承 する ものであ る。その中

心が学会 という教育団体であった。その牲格は直接的な抵抗運動は後 日にして,表 面上

は教育の普及 と事業におき,その最大の目標は実 に独立思想の鼓舞 ということにおいた

のである。

2.未 刊 西尾達雄 修士論文 朝鮮近代体育成立過程に関する研究1977

3.韓 国学文献研究所 西友 上 創刊号P5西 友学会 本会趣 旨書

亜細亜文化社1976

4.金 根沫 旧韓末救国団体小考一 とくに資料 を中心 として 韓 第48号P

53～54韓 国研究院1975

5.韓 国学文献研究所編 韓国 開化期学 術誌 亜細 亜文化 社1976西 友

上 第1号 柳東作 艦育知育徳育P15～16

6.金義善 艦育の必要 西友 上 第4号P202～203

7.韓 国学文献研究所編 韓国開化期学術誌 亜細亜文化社1976西 北学会

月報(西 北 と略)上 第7号 教育部 教育学の区分P388～389

8.李 鍾満 体育が国家に対する効力 西北 下 第15号P105～109

9.金 明澹 家政学訳述 小児教養 一胎育 西友 上 第3号P

139～142

10.金 明澹 家政学訳述 小 児教養 二哺育 西友 上 第4号P
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196～199

11.金 明 澹 家政 学 訳 述 小 児教 養 三小 児 の 衣服 西 友 上 第5号

P260～262

12.金 明澹 家政学訳述 小児教養 小児 の歯が生 える時期 と種痘 と疾病 西友

上 第6号P320～322

13.金 明澹 家政 学訳述 小児教養 五小 児 の動 静 と遊戯 西友 上 第

7号P374～376

14.金 明 澹 家 政 学 訳 述 家 庭 教 育 の 必 要 西 友 上 第8号P

430～431

15.金 明 澹 家 政 学 訳 述 家 庭 教 育 の 目 的 西 友 上 第9号P

490～491

16.金 明澹 家政学訳述 家庭教育 の実行 方法 西友 下 第10号R

10～12

17.朴 般 植 訳 支 那 飲 氷 室 主 人 著 論 幼 学 西 友 上 第6号P

322～327

18.教 育部 王公 の教 育 三 西 班 牙 王 の 日課 表 西 友 下 第12号P

～マ

147～152

`,ノ

19.朴 聖欽 普通教育 は国民 の要務 。・西 友 上 第9号P491～492
/'

20.そ の他 に体 育 に関す る教育部論文 として上 げ られ る ものには以下 の ものがあ る。

・教育部 学科 の要説 第 ヤ修 身で衛生 に関 す る注意 として運動 を勉 め飲食 を節 し身

体 と衣服 と住居等 を清潔1ごさせ る件 について述 べ ている。また,自 己に対 す る責務 とし

て,身 体 の健康 と生命 について述べ てい る。さらに社 会 に対す る責務 では,個 人 として

他人 の人格,身 体,財 産,名 誉 を重 ん じるこ と等 を述 べて いる。

西北 中 第9号P83～88

・教育部 教育精義訳述 家庭教育 の特質で は,児 童 の特 質,団 結力 の強 固な ど

について述 べ,学 校 教育の特質 では,公 私 の別,守 法の精神,公 平の精神,好 労働 の習

慣,規 律 的習慣,知 情 意について述べている。 西北 中 第13号P365～368
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・頭山逸民 西洋教育史 第1節 希騰の教育では,希 騰の教育が音楽 と体操

の二者だけである。音楽 によって精神 を陶冶 し体操 によって身体を磨励 し内心の善美と

外形の善美が両相融合 したのである。女子教育に注意し各種体操で身体を鍛練 した等を

紹介している。 西北 下 第17号P244～247

21.金 鳳観 衛生部論文 西友 上 第1号P24～28

22.柳 東作 学校衛生論 西友 上 第1号P28～31

ズ

23・金鳳観 衛生部謙 では食物の栄蘇 ∂肖化吸騨 ついて述べている・西友 上

第2号P79～81/

2嬢 鳳観 食品の中から栄養の醐 なも嘩 選ぶ必要について 西友 上 第

3号P148～150/

25.金 鳳観 公衆 衛生 上 最 も必要 な こと として家 屋 の衛 生 に つい て 西 友 上

第4号P204～206

26.金 鳳観 国家行政 としての公衆衛生 西友 上 第5号P266～267

27.李 奎藻 衛 生の要論 西友 上 第6号P327～332

28.李 達元 衛生要感 西友 上 第8号P441～442

29.朴 相穆 衛生十条 西友 上 第9号P496～497

30.姜 坑煕 衛生要義 西友 下 第16号P392～393

31.青 隠生 衛生の節次 西友 下 第17号P451

32.金 基雄 食物 論及防腐法 西北 上 第5号P241～246

33.簡 齋生 換気 の必要 西北 上 第7号P399～401

34.朴 鳳 憲 人 の 生 活 上 必 要 条 件 西 北 中 第8号P15～18同

11号P235～238

35.盧 基崇 我 が韓不衛 生的家屋観 西北 下P11～13

36.劉 漢性 疾病予 防の注意 西友 上 第8号P439～441

37.李 奎～榮 男女及 び小 児衛生の最要注意 西北 上 第1号P11～16

38.衛 生部 衛生讃片 西北 上 第2号P64～65

39.簡 齋生 失気及 び仮死 の救 急法 西 北 上 第3号P119～122同
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第4号P187～189

49・ 金鳳観 衛生部論文 西友 上 第7号P379～380

41.衛 生 部 呼吸生理 の概 要 西北 上 第6号P317～322

42.簡 齋生 衛生 に関す る生理上研究 人体生 理 西北 中 第9号P

89～92眼 の知育調節機 能 同 第10号P165～168

43.簡 齋生 神経 の生理 的区別 西北 中 第12号P297～299

44.簡 齋生 遠近視 及び乱視の適合 する眼鏡 西北 中 第13号P370～374

45.李 命 墜 生 理 学 生 理 学 の 定 義 西 北 下 第16号P166～169

同 骨及 び骨 の構 造 骨の成分 並 びに其の形状,軟 骨 第17号P252～255

同 骨格 人体骨格 の特性 第18号P329～332

46.宋 憲醍〒 生理衛生学 人体 生理学 西北 下P404～408

47.衛 生部訳 松尾静香著 児童 の衛 生1室 外散歩,2小 児 の泣,3小 児 の笑,4

食物 の咀囑 の書 西友 下 第11号P85～875小 児の謎 罰は過度 にしな

い こと 同 第12号P153～1546親 への注意,7休 日の衛 生 同 第

13号P200～202

48.時 報3月29日 平安各学校聯合運 動会 西友 上 第6号P353

49・金聖烈 雑姐5月12日 西北学生耕睦会運動場演説 西友 上 第

〆}
7号P391～392!

/β

50.安 昌鏑 演説 西友 上/第7号P392～395

51.時 報4月27日 私立学校春季聯合運動会5月2日 官私立学校聯合大

運動会 西友 上 第7号P409

52.通 信一束 白河郡秋期聯合大運動会 西北 下 第18号P367

53.そ の他に運動会関係の記事 としては以下の ものがある。

・金有鐸 運動会を讃える歌

西北学生運動会 忠君愛国大韓魂

若不当今振学力 二千萬衆敢生存

高瓢太極旗章地 知我青年活動場
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)169

》255
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しな

第

53

第

}大

歩法如飛競争急

三仙坪潤五街頭

遠走高跳戯脚力

相争上賞意層々

寧可人前宣人後

整齊隊伍晩登山

合同撮影為記念

天気清明夏 日長

動地歓聲争献賀

教育拡張吾帝力

此地同來三百子

興天寺在洞中天

山菜野疏前雑進

西北之人気味通

五百蝕年受屈客

吾郷 自古多忠義

吾公専澹費用大

詩藻 西友

・時報

・時報

号P239

・会報

1号P41

・会事要録

報告 西北

・金源極

5月27日

隆 煕元年10月27日

隆煕2年5月2日

函 の総務へ の委任

隆煕2年5月20日

敬 告我 平南紳士同胞

文明従此振東洋

剰得夏初一日休

萬人拍手足風流

一析空砲気若騰

幡然唾掌各誇能

芳草芋芋松樹間

主客衣冠暫作間 ・

城中士女観光場

得誉一等誰家郎/

大呼萬歳動山川ド

脳頭威戴大韓天

饅我学生炊飯咽

主人盛意感無邊

憶來往事一般同

誰知開会洛城中

勧学興文最有名

萬口作碑構道聲

上 第7号P405～406

女学校聯合大運動会 西友 上 第8号P469

官私立学校秋期聯合運動会 西友 下 第13

第5回 通常総会 安州郡聯合運動回に寄付品 と答

義州郡聯合運動会への総代派送の委任 西北 上 第

特別総会 平北義州大運動会派遣の金明澹氏

上 第2号P93

教育部 西北 上 第3号P114
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54.官 報 学部訓令第2号 西北 上 第5号 、P285～286

55.官 報 私立学校令説明 西北 上 第7号P428～429

56.拙 稿20世 紀初頭朝鮮 にお ける学校体育 大阪体育学研究No.201982。 同

1909年 韓 国改正学校令 にみる学校体操 体育 学研 究 第28巻 第4号1984
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